
 

［背景・ねらい］ 

2010 年以降佐賀県北部のキウイフルーツで結果母枝の枯れ込みや新梢の枯死等が認められ，

問題となっている。原因菌は Pseudomonas syringe pv. actinidiae と同定され，「キウイフル

ーツかいよう病」と診断されたが，新規の「Psa5 系統」とされた(澤田ら，2014)。 

キウイかいよう病(Psa5 系統)の発生消長を明らかにし、防除適期を把握すると共に、生育期

防除の有効性を明らかにする。 

 

 

〔成果の内容・特徴〕 

 

１ 黄色系品種において、キウイフルーツかいよう病(Psa5 系統)の葉での病徴は、４月下旬頃

から認められた（図 1）。 

 

２ 黄色系品種において、キウイフルーツかいよう病(Psa5 系統)の発病葉率は、５月～６月に

かけて高まり、７月以降は横ばいまたは低下した(図 1)。 

 

３ 黄色系品種において、新梢伸長 10 ㎝程度までの防除に加え、4 月にも防除を行うことで、

キウイフルーツかいよう病(Psa5 系統)の発病は抑制される(表１)。 

 

 

 

 

［成果の活用面・留意点］ 
 

１ 発病葉率の経時的推移(図１)は、６圃場(黄色系品種)でランダムに 600 葉/圃場を調査した

結果である。 

２ 防除試験(表１)は、2 圃場(黄色系品種)で行い、Ａ圃場では 200 葉/区×3 反復、Ｂ圃場で

は 100 葉/区×3 反復調査した。 

３ 農薬について、一部指導方針が異なる品種があるので使用にあたっては関係機関に確認す

る。 
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図１ キウイフルーツかいよう病(Psa5 系統)の発病葉率の経時的推移(2014 年) 

 

 

 

表１ 現行の防除に追加防除することによるキウイフルーツかいよう病(Psa5 系統)の発病抑制効果 

（2014 年）  
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